
ス ワ ヒ リ語 に み られ る主 語交 替 現象 につ い て*

小森 淳子

1,は じ め に

 ス ワ ヒ リ語 で は、 あ る種 の 人の 状態 を表 す の に、 下 の よう に 一 つ の動 詞 に対 して

二通 りの 表現 が 可能 で ある。

(1)a.

 b。

(2)a。

b,

(3)a。

b。

(4)a。

 b.

Koo   li―me-m-kauka  Kurwa。 ユ)

喉i i  j乾 く j

Kurwa  a-me-kauka  koo.

i  i 乾 く 喉

図guu  u-li-ni-    vimba。

足i i  j(1,s)腫 れ る

四i-   li-viロ!ba    田guu。

i(1。S)腫 れ る 足

JashQ   上i-na―m―toka  Fuad。

汗i i  j出 る j

Fuad   a-na-toka  jasho。

i  i  出 る 汗

麺achOzi ya-na-rn-chiririka  mtoto。

涙i  i  j滴 る   子 供 」

逼tOもo  a-na-chirlrika  machozi。

i  i 滴 る   涙

「ク ル ワ の 喉 は 乾 い て い る 。 」

「ク ル ワ は 喉 が 乾 い て い る 。 」

「私 の 足 は 腫 れ た 。 」

「私 は 足 が 腫 れ た 。 」

「フ ア ッ ドか ら汗 が 出 て い る。 」

「フ ア ッ ドは 汗 を か い て い る 。'」

厂子 供 か ら涙 が あ ふ れ て い る 。 」

「子 供 は 涙 が あ ふ れ て い る。 」

 そ れ ぞ れa。 もb.も 同 じ事 象 を 表 し て い る が 、 二 つ の 文 は 統 語 的 に 異 な っ て い る。

a.b。 ど ち ら に も、 そ の 状 態 が み ら れ る 「人 』 と 「部 分 」 が 現 れ て い る が 、 動 詞 の

形 は 同 じで、 主 語(主 辞 と一 致 す る 名 詞 句)が 異 な っ て い る の で あ る。a。 で は 、 そ

の 状 態 が み ら れ る 「部 分 」 が 主 語 で 、 「人 」は 客 辞 と 一 致 す る 形 で 表 さ れ て い る。

一 方b .で は 、 「人 」 が 主 語 で 、 厂部 分 」は 動 詞 の 後 ろ に置 か れ て い る が 、 客 辞 と の

一 致 は み ら れ な い
。 こ の よ う に 動 詞 の 形 が 変 わ らな い で 主 語 が 交 替 して い る 二 つ の

文 を 指 して 、 主 語 交 替 現 象 と呼 ぶ こ と に す る 。

 本 稿 で は 、 主 語 交 替 現 象 は どの よ う な場 合 に み ら れ るの か 、 そ れ は 、 ど の よ う な

統 語 的 要 因 に よ る も の な の か を、 他 の 場 合 の 主 語 交 替 現 象 一Locative inversion

と 呼 ば れ る 現 象 、 及 び 、 「物 」 の 状 態 を 表 す 文 に み ら れ る も の 一 と併 せ て 考 え る。

さ ら に、Locative inversionや 「物 」 の 状 態 文 の 場 合 と比 較 し て、 「人 」 の 状 態 文

が 他 の 場 合 と特 に 異 な る 点 を 観 察 し、 「人 」の 状 態 文 の 特 徴 的 な 点 を 明 ら か に す る

も の で あ る 。
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2.ス ワ ヒ リ語 の主 語 交替 現 象

 ス ワ ヒ リ語 に み られ る 主 語 交替 現 象 は 、(1)一(4)の よ う に 「人 」 の 状 態 を 表 す 文 の

他 に、 形 態 的 に み て さ らに 二 つ の 場 合 が あ る。 一 つ は 一 般 に、Locative inversion

と 呼 ば れ て い る も の で あ り、 も う 一 つ は 、 「人 」 の 状 態 文 と 同 じ よ う な 交 替 を 示 す

「物 」 の 状 態 文 で あ る。 い ず れ も 「人 」 の 状 態 文 と 同 様 、 動 詞 の 形 が 変 わ ら な い ま

ま 主 語 が 文 中 の 別 の 名 詞 句 と 交替 す る 現 象 が み ら れ る 。 以 下 に、 こ れ ら 二 つ の 場 合

に つ い て み て み る 。

2.1  Locative inversion

 Locative inversion(以 下 、 LI)は 他 の バ ン ト ウ諸 語 に も み ら れ る現 象 で あ る が 、

下 の 例 の よ う に 「場 所 」 ク ラ ス の 名 詞 句2)を 主 辞 と一 致 さ せ 、 動 詞 の 後 ろ の 名 詞 句

を 提 示 す る 文 を 作 る操 作 を い う。 主 語 が 「場 所 」 ク ラ ス の 名 詞 句 に な る の で 、 こ の

よ う に 呼 ば れ て い る。 下 の 例 のb.がinversionし た 文 で あ る 。

(5)a.  Wanya恥a   wa-me-lala   mwitu-ni.
動物i  i  眠 る  森  L

 「動 物 が 森 の 中 で眠 って いる。 」

b.  Mwitu-ni  m-me-lala  wanyama,

  森i L  i 眠 る 動 物

  「森 の 中 で は 動 物 が 眠 つ て い る。 」

(6)a.  Watu  wengi   wa-me-kufa   kule  mji―ni.   人
i 多 い  i  死 ぬ あ の 町 L

    「多 く の 人 が あ の 町 で 死 ん だ 。 」

b.  Kule  mji―ni  ku-me-kufa  watu  wengi.

  あ の 町iL i  死 ぬ 人  多 い

  「あ の 町 で は 多 く の 人 が 死 ん だ。 」

(7)a.  Kiwingu  cha  moshi  ki-1i―tanda   pale  uwanja―ni.          煙   
i  広 が る そ の 広 場  L   雲i  of

    「一 塊 の 煙 が そ の 広 場 に 広 が っ た。 」

b, Pale  uwanja―ni  pa-1i-tanda kiwingu  cha  moshi.

  そ の 広 場i L i  広 が る 雲   of 煙

  「そ の 広 場 に は 一 塊 の 煙 が広 が っ た。 」

(8)a.  Kiti   ki-li-sukum-w-a   chini  ya  meza.3)

   い すii 押 すps 下 of机

    「い す が 机 の 下 に 入 れ ら れ て い た 。 」

b.  Chini  ya  meza  ku―1i-sukum-w-a  kiti,

  下i of机 i 押 すpsい す

  「机 の 下 に は いす が 入 れ られ て い た。 」

(9)a.  Hajambia   ya-1i-tundik-w-a   ukuta-ni.

   短 剣i   i  掛 け るPS 壁  L

    「短 剣 が 壁 に 掛 け ら れ て い た 。 」

b.  Ukuta―ni  ku-1i-tundik-w-a   majambia.

  壁i L  i     PS 短 剣
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    「壁 に は 短 剣 が 掛 け られ て い た。 」

a.で は 、 動 詞 の 状 態 が み ら れ る 対 象 物(patient)を 表 す 名 詞 句 が 、 b.で は 、 「場 所 」

を 表 す 名 詞 句 が、 そ れ ぞ れ 主 語 に な つ て い る。b.の 文 で は 、 主 辞 が 「場 所 」 ク ラ ス

で あ れ ば、 場 所 を 表 す 名 詞 句 は 必 ず し も現 れ る 必 要 は な い。 例 え ば 、 下 のLI文 を み

て み よ う。

(10)堕 一me瓣 る'髭a糲vu£a潔maki劉 傷 ←鰍wad。9。 wa'me― 購 智na・

    「捜 査 網 が 敷 か れ て い て 雑 魚 が た く さ ん 捕 ま っ て い る ん だ 。 」

(11)   Jua li-!1a-tua   ha-p旦 一ku-bakia   πヨtu  ila   wawili  au  watatu tu,

太陽   沈 む 否    残 る  人  以外 二 人  or 三 人  だ け

 「太 陽 が沈 ん で、 二 、 三 人 しか 残 って い なか った。 」

(10)の 主 辞ku― と(11)の 主 辞pa― は そ れ ぞ れ 「場 所 」 ク ラ ス の 主 辞 で あ る が 、 文

中 に こ れ ら の 主 辞 と一 致 す る 主 語 名 詞 句 は 現 れ て い な い。(10)のKu― は 特 定 の 場 所

で は な く漠 然 と した 場 所 や 時 を 指 し、(11)のpa一 は 物 語 の 舞 台 と な っ て い る 場 所 を

指 して い る の で 、 い ず れ も そ の 場 所 を 主 語 名 詞 句 を 用 い て 明 示 す る 必 要 が な い の で

あ る 。 必 要 な の は 、 対 象 物 で あ る名 詞 句((10)で は 照vu「 網 」、(1の で はmtu「 人 」)

で あ る。 厳 密 に 言 え ば、LIは 場 所 の 名 詞 句 が そ の 位 置 を 交 替 す る 現 象 と い う よ り も 、

対 象 物 で あ る 名 詞 句 が そ の 位 置 を 交 替 す る現 象 な の で あ る。

2.2 「物 」の 状 態 文

 「物 」の 状 態 文 で は、(1)《4)の 「人 」 と 『部 分 」の よ う に、 「物 」 と 「部 分 」 の

名 詞 句 が そ れ ぞ れ 主 語 に な る 。 下 は 、a。 で は 厂部 分 』 が 、 b.で は 「物 」 が 、 そ れ ぞ

れ 主 語 に な っ て い る例 で あ る4)。

(12)a.

b,

(13)a.

b.

(14)a.

b.

(15)a.

b.

匙laji  ya―me-kauka  mto-ni。

水i i  乾 く  川 L

Mto  u-me―kauka  maji,

川ii乾 く 水

凹aji  ya―na-chiririka  ndoo-ni。

水i i  滴 る   バ ケツL

Ndoo   i-na-chiririka  maji。

バ ケツii滴 る 水

Damu  zi-na-toka   kwenye  kidole

血i i  出 る  の 所 で 指

Kidole  chake  ki-na-toka   damu,

指i  his  i  出 る  血

Wino  u-me-k碗isha kwe!1ye

インクi i 尽 き る の 所 で ペ ン

Kalamu  hii   i-me―kwisha  wino.

ペ ンi こ の i 尽 き る インク

「川 で は 水 が 乾 い て い る。 」

「川 は 水 が 乾 い て い る 。 」

厂水 が バ ケ ツ か ら滴 っ て い る。 」

「バ ケ ツ は 水 が 滴 っ て い る 。 」

chake.厂 彼 の 指 か ら血 が 出 て い る。 」

his

「彼 の 指 は血 が 出 て い る
。 」

kalamu hii.「 こ の ペ ン で は インクが な く な っ た 。 」

こ の

  「こ の ペ ン は インクが な くな っ た 。 」
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(16)a.  Nywele
髪i

b.  Ngongo

(17)a.

zi―me-enea mgongQ―ni mwake.「 髪 が 彼 女 の 背 中 に 広 が つ て い る 。 」

i 広 が る 背 中 L her

wake   u-me-enea    nywele.

her  i 広 が る 髪

「彼 女 の 背 中 は髪 が 広 が っ て い る。 」
背 中i

紐{i-me'黙 議 繋umbri盥u・ 「血があ なた達の家 に飛び散 磊.

b.  Nyumba
家i

a.の よ う に 「部 分 」 が 主 語 の と き、

置 詞kwenyeな ど の10cative markerを 伴 っ て 現 れ る5)。 一 方 、 b.の よ う に 「物 」

が 主 語 の と き、 「部 分 」 の 名 詞 句 は 無 標(10cative皿arkerや 客 辞 を 伴 わ な い 形)で

動 詞 の 後 ろ に 置 か れ る。

 「物 」の 名 詞 句 が 動 詞 の 後 ろ の 位 置 で は10cative markerを 伴 う に も か か わ らず 、

主 語 に な る と き 無 標 の 形 で 表 さ れ る の は、 「物 」 を、 い わ ばTOPIC(話 題 句)と し て

取 り上 げ、 「場 所 」 と し て で は な く、 そ の 「物 」 自 体 に つ い て 何 らか の 状 態 を 述 べ

る 文 に な っ て い る た め だ と い え る 。

damu.「 あ な た 達 の 家 は 血 が 飛 び 散 っ て い る 。   i。me一 七apakaayenu

your i  飛 び散 る 血

        「物 」の名 詞句 は場 所 を示 す 接 尾 辞 一niや 前

」

」

2.3 統 語 的 特 徴

2.3.1  i(nvel・ted)-subject

 以 上 み て き た 三 つ の 主 語 交 替 現 象 の 例 に 共 通 し て み ら れ る 特 徴 は、 生 起 す る 二 つ

の 名 詞 句 の う ち 、 一 つ は 必 ず 動 詞 の 直 後 の 位 置 に 無 標 で 現 れ る と い う こ と で あ る。

こ の 名 詞 句 を 仮 に、i(-erted)-subject 6)と ロ乎ぶ な ら ば 、 「人 」 や 「物 」 の 状 態 文

で は 「部 分 」 の 名 詞 句 が 、LI文 で は 対 象 物 で あ る 名 詞 句 が 、 そ れ ぞ れi-subjectと な

つ て い る。LI文 に お い て はi-subjectが そ の 動 詞 の 必 須 項 で あ り、 こ れ が 欠 け た 文 は

成 り立 ち 得 な い 。

(18)a.  国witu-ni  m-me-lala  *φ / wanyama.

森i L i  眠 る    動 物

 「森 の 中 で は、*φ/動 物 が 眠 って い る。 」

(19)a.  Kule  mji-ni  ku-me-kufa   *φ  / watu wengi.    あ
の 町iLi 死 ぬ  人 多 くの

    「あ の 町 で は、*φ/多 くの 人 が 死 ん だ 。 」

(20)a.  Chini  ya  meza   ku-li-sukum一 碎―a   *φ  / kiti.

    下i of机 i 押 すps  椅 子

    「机 の 下 に は、*φ/椅 子 が 入 れ ら れ て い た 。 」

(21)a・ 壁 呈ta―丑'lu騨1'囓1贈 一罫喜a*φ/竊mb'a・

「壁 に は 、*φ/短 剣 が 掛 け ら れ て い た 。 」

 こ れ に竝 し て、 「人 」 や 「物 」 の 状 態 文 で は 、L1文 の よ う にi-sub5ectの み が 必 須

項 だ と は言 い 切 れ な い が 、 こ れ ら の 状 態 文 に み ら れ る 動 詞 も 、 そ の 状 態 が み られ る
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対 象 物 のみ を と る一 項 文 が 可能で ある。

(22)a,

  b.

C。

d.

e.

Koo  la  Kurwa  li-me-kauka.

喉i of    i  乾 く

暦guu  wangu   u-1i-vimba.

足i my   i 腫 れ る

Machozi  ya-na-chirirlka.

    i  滴 る涙i

Maji  ya  ndoo   ya-na-chiririka.

水i of バ ケツ i           滴 る

Wino  wa  kalamu  hii  u-me-kwisha。

インクi of ペ ン  こ のi 尽 き る

「ク ル ワ の 喉 は 乾 い て い る。 」

「私 の 足 が 腫 れ た 。 」

「涙 が 滴 つ て い る。 」

「バ ケ ツ の 水 が 滴 っ て い る 。 」

「こ の ペ ン の イ ン ク は な く な つ た 。 」

この よ うに主 語 交替 現 象 が み られ る動 詞 は、 対象 物 で あ る名 詞 句 を一 項 だ け必 要 と

す る一 項動 詞 で あ る。 この こ とを さ ら に確 か め る ため に、 一項 動詞 で あ る こ とが 形

態 的 に明 らか な状 態 形(stative form)の 例 を みて み よ う。

 状 態 形 は 動 詞 語 根 に 派 生 接 辞 一kを 付 け て つ く る。 状 態 形 の 基 本 的 な 意 味 は、

「状 態(stative)」 と 「可 能(potentialiしy)」 の 二 つ で あ り(Ashton(1947), p.227) 、

他 動 詞 は状 態 形 に な る こ と に よ っ て 必 要 な 項 が 二 項 か ら 一 項 に な る の が 普 通 で あ る 。

下 に 他 動 詞 と そ の 状 態 形 を 対 に し た 例 を 示 す 。

(23)a。

  b、

(24)a。

  b。

(25)a。

b。

Htoto   a-li-U-vunja  mlangO.

子 供i i  j壊 す  ド ア 」

歴1ango  u-me-vu!1」-1k-a。

ド アi i  壊 すST

Baba    a-li-u-kata  uzi。

父i  i j切 る 糸j

Uzi   u-me-kat -ik-a.

糸i i  切 るST

釁 呈潴 呈一1響 四劉a嬰 碍u鵯u・

鸚u鵯uli¶e"劉 贈lia・

「子 供 が ドア を 壊 し た 。 』

「 ドァ は 壊 れ て い る 。 」

「父 が 糸 を 切 っ た 。 」

「糸 は 切 れ て い る。 」

「あ の 男 が タ イ ヤ を 裂 い た。 」

「タ イ ヤ は 裂 け て い る 。 」

a.は 典 型 的 な 他 動 詞 文 で 、 二 項 を 必 要 と し て い る が 、b。 の よ う に 動 詞 が 状 態 形 に な

る と、 行 為 者(agent)は 動 詞 に とっ て の 必 須 項 で は な くな り、 必 要 な 項 は そ の 状 態

が み ら れ る 対 象 物 の 一 項 だ け に な る 。 動 詞 が こ の 状 態 形 の 場 合 に も 主 語 交 替 現 象 が

み ら れ る。(23)b.一(25)b.に お け る 主 語 交 替 現 象 の 例 を み て み よ う。

(26)a.  Mlango  u一皿e-vunj-ik-a  kwenye   nyu瓜ba  hii.
ドァi i 壊 すST の 所で 家   この

 「この 家 で は ドアが壊 れて い る。 」

b・ 寰 呈mba誓 あ1'me甲 嬲"ll'a雫 夢go・

「こ の家 は ドア が壊 れ てい る。 」
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(27)a・ 鸚u鯉li贈me戮u'砦ia嬲 聖 豊「i%

「この車 で は タ イ ヤが 裂 け てい る。 」

b・ 蜜li誓 あ1'me一 獸1〒a夢 響mu・

「こ の 車 は タ イ ヤ が 裂 け て い る 。 」

(28)a.  Uzi   u-me-kat -ik-a   kwenye   kishada  hiki.    糸i i 切 るST  
の 所 で 凧   こ の

     「こ の 凧 で は 糸 が 切 れ て い る。 」

b.  Kishada hiki  ki一 阻e-kat -ik-a  uzi.

  凧i  こ の i  切 るST 糸

   「こ の 凧 は 糸 が 切 れ て い る。 」

こ の よ うに、 形 態 的 に一 項 動詞 で あ るこ とが 明か な状 態 形 の 場 合 に も主 語 交替 現 象

が み られ る こ とか ら、 主 語 交替 現 象 は必 要 とす る項 が 一 項 で あ る状 態 動 詞 に おい て、

i-subjectが 主語 の位 置 と動 詞 の後 ろの 位置 を交 替 して い る 現象 だ とい え る。

2.3.2  Unaccusativity

 2.3,1で み た よ う に、 主語 交 替 現象 は、 状 態動 詞 文 に お い てi-subjectが そ の位 置

を 交替 して い る現象 で あ る。i-subjectが 主 語 と して あ らわ れ て い る場 合、 そ の統 語

関 係 は 明 白 だが、 動 詞 の後 ろ にお か れて い る場 合 は どう だ ろ う か。 後 者 の場 合 の 統

語 的 な特 徴 を みて み よ う。

 バ ン トゥ 諸 語 の 統 語 論 で 目 的語 の 統 語 テ ス ト と して 用 い ら れ る も の に は 、 語 順 、

客 辞 と の 一 致 、 受 動 化 の 三 つ が あ る(Kisseberth&Abasheikh(1977)、 Hyman&

Duranti(1982)etc.)。 こ れ らの テ ス トを(29)で 具 体 的 に み て み よ う。

(29)a.

b.

C,

Bwana  雛sa  a-1i-kunja    barua  hiyo.

i     i 折 り畳 む             手 紙  そ の

 「ム ー サ 氏 はそ の 手紙 を折 り畳 ん だ。 」

Bwana  塾4sa  a・-1i-i-kunja     barua  hiyo.

i     i j折 り 畳 む              手 紙 」 そ の

 「ム ー サ 氏 は そ の 手 紙 を 折 り畳 ん だ。 」

Barua  hiyo  i-1i-kunj-w -a  na  Bwana  Msa.

手 紙i そ の i    PS by

「そ の手 紙 はム ー サ 氏 に よつ て折 り畳 まれた。 」

(語 順)

(客 辞 との一 致)

(受 動 化)

当 該 の 名 詞 句(barua hiyo「 そ の 手 紙 」)が 目 的 語 で あ る か ど う か は 、 動 詞 の 直 後

に く る こ と が で き る か(29.a)、 一 致 す る客 辞 を と る こ と が で き る か(29.b)、 ま た 受

動 文 で 主 語 に な る こ と が で き る か(29.c)、 と い っ た テ ス トに よ つ て 判 断 さ れ る の で

あ る。

 こ れ らの テ ス トを動 詞 の 直後 の位 置 にあ るi-subjectに 適 用 して み よ う。 まず、 語

順 の テ ス トで は、 副 詞 の 挿 入 や語 順 の入 れ替 え に よっ てi-subjectが 動 詞 の 直後 の 位

置 を離 れ る と非 文 にな る こ とがわ か る。
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(30)a. *Kurwa  a―me-kauka  kabisa  koo.    i  i 乾 く 完 全 に 喉 ―

b・*撃 呈i;1i噂盪究髦

C・*蒙ltu喃ni聖 甲me'齶 驂 聖
り 謄 ・

d. *Kule  mji-ni   watu wen i   ku-me-kufa,
あ の 町iL     い  i. 死ぬ

e・*鞠
il'na'鋳 琴i「ika宗9夢nl9タnd。 野 ・

(←1.b)

(←2.b)

(←5.b)

(←6.b)

(←13.b)

つ ま り語 順 に関 して は、 動 詞 の 直 後の 位 置 を離 れ る こ とが で き な い とい う 目的 語 の

特 徴 を示 して い る とい え る。

 こ れ に 対 して 、 客 辞 と の 一 致 、 受 動 化 の 点 で は そ の 基 準 に 当 て は ま ら な い 。(31)

で は 、 動 詞 の 後 ろ に く るi-subjectが 一 致 す る 客 辞 を と れ な い こ と を 示 して い る。

(31)a。 *Kurwa  a―-me-li-kauka   koo。    i  i 5一乾 く  彌

いll;1i口 鑪 鸚 躄響 ・

C・*翼 圭tu"餮i聖'凱e掌 齶 蜑粥 響 ・

d。 *Kule  m5i-ni  ku-me-wa-kufa   watu 冒en i。

あ の 町iL i  r死 ぬ  」  い

e・糊
il¶a掌 齶i「ika黔

ま た 、 動 詞 の 後 ろ に あ るi-subjectを 主 語 と す る 受 動 文 も 不 可 で あ る 。

(32)a。 憲Koo  li一 踰e-kauk一 貿一a  na  Kur碎a。    腹f 
i  乾 くPS by

b・*響 呈一li'齢
る 雷a器 靉mi・

c・*糾¥細a'窮i「ik-罫 蓴ag夛 糊 ・

つ ま りi-subjectは 、 客 辞 と の 一 致 、 受 動 化 の 点 で は 目 的 語 と は い え な い が 、 動 詞 の

直 後 の 位 置 を 離 れ る こ と が で き な い の で あ る 。 これ は 、Per瓶utter(1978)7)以 来

提 唱 さ れ て い るunaccusative object(非 対 格 目的 語)を 思 わ せ る。 Unaccusative

objectと は 、 あ る種 の 自動 詞 に お い て 、 表 層 で 主 語 に な る こ と の で き る 基 底 で の 目

的 語 で あ る 。 上 で み た 目 的 語 の テ ス トか ら も わ か る よ う に、i-subjectは 目 的 語 の 位

置 に は 生 起 す る が 、accusativeを 与 え られ な い、 つ ま り 客 辞 との 一 致 と受 動 化 に お

い て 目 的 語 の 特 徴 を 示 さ な い の で あ る。 ま た、 前 節 で み た よ う に、 主 語 交 替 現 象 は

一 項 の み を 必 要 と す る 状 態 動 詞 に み ら れ る
。 しか も 、 そ の 動 詞 は 非 意 志 的 な 状 態 を

表 し、 項 と して 行 為 者(agent)で は な く、 対 象 物(patient)を と る。 ま さ に 、

Perlmutter(1978)で 示 さ れ て い るunaccusative動 詞 に お い て 、 主 語 交 替 現 象 が み
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ら れ る の だ と い え よ う。 動 詞 の 直 後 の 位 置 に 現 れ て い るi-subjectは 、"initial 2脚

(基 底 の 目 的 語)の 位 置 に 生 起 し て い るunaccusative objectで あ り、 主 語 の 位 置

に 現 れ て い るi-subjectは 、-final r(表 層 の 主 語)の 位 置 に 生 起 して い るUnac-

cusative objectだ と い え よ う。

2,3.3 受 動 化 の 問 題

 Perlmutter(1978)で は 、 unaccusative動 詞 は 受 動 化 で き な い と い う結 論 が 出 さ

れ て い る 。1-Advance凪ent Exclusiveness Law(主 語 へ の 昇 格 は 一 回 限 り と い う 仮 説)

に よ っ て 、unaccusative objectが 主 語 に 昇 格 した 後 に 、 さ ら に 何 か 他 の 要 素 が 主

語 に 昇 格 す る こ と(つ ま り 受 動 化 さ れ る こ と)は で き な い と い う わ け で あ る。 と こ

ろ が、 こ こ で み て い る 交 替 現 象 の 起 こ る 動 詞 の う ち 、 特 に 「人 」 や 「物 」 の 状 態 を

表 す 動 詞 は 受 動 化 が 可 能 で あ る。

(33)a.

b.

C.

(34)a.

b.

C。

Kurwa  a-me-kauk-w-a  na  koo.

i  i 乾 くPS by 喉

Ni-1i-vimb  一ユw-a  na  mguu.

1.s腫 れ るPS by足

Fuad   a-na-tok-w-a  na  jasho.

i i 出 るPS by汗

Mto  u-me―kauk。w-a  na  maji.

川ii 乾 くPSby水

星qdoo  i-na-chiririk-w-a  na  maji.

バ ケツii 滴 る PS by水

Kidole  chake  ki-na-tok 一界。a na

指i  彼 の  i  出 るPS by

「ク ル ワ は 喉 が 乾 い て い る 。 」

「私 は 足 が 腫 れ た 。 」

「フ ア ッ ドは 汗 を か い て い る。 」

「川 は 水 が 乾 い て い る 。 」

「バ ケ ツ は 水 が 滴 つ て い る 。 」

(33)(34)は そ れ ぞ れ、

文 は統語 的 に み て、

動 文 だ と考 え る こ ともで き る。

られ ない とす れ ば、

は、 典 型 的 な他 動 詞 の 受 動 文 との相 違 点 を 見 る こ とに よ り、 状 態 動 詞 の 受動 文 が 他

動 詞 の 受動 文 とは異 な る こ とを示 す。

 状 態 動詞 の 受動 文 は、 典 型 的な他 動 詞 の 受動 文 とは次 の 二 点 で 異 な る。 一 つ は、

典 型 的 な他 動 詞 の 受動 文 で は、動 作 主 をあ らわすna句 が 随 意 的 で あ る の に対 して、

状 態 動 詞 の 受動 文 ではna句 が義務 的 な こ とで あ る。

(35)a・ 緊 盥 呈"1i驫 習g夛Juma・ 「子 供 は ジ ュ マ に 殴 られ た・ 」

b. Mtoto a-li-pig-w-a.         「子 供 は 殴 ら れ た 。 」

  i   i  殴 るPS

damu.「 彼 の 指 は 血 が 出 て い る。 」

血

 「入 」 と 「物 」の状 態 を 受動 文 で 表 して い る。 こ れ らの 受 動

「部分 」の名 詞 句 が主 語 とな って い る能動 文 か ら派生 さ れた 受

     しか し、unaccusative動 詞 に そ の よ うな派 生 が 認 め

これ らの 受動 文 を どの ように解 釈 す れ ば い い だ ろう か。 こ こで
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(36)a.Mtoto a-na-chiririk噌 一a na machozi.「 子 供 は 涙 が あ ふ れ て い る 。 」
i  i 滴 る  PS              涙            by

b. *Mtoto  a-na-chiririk-w-a.

  i   i  滴 る  PS

 も う一つ は、 典 型 的 な他 動詞 の 受動 文 は使 役構 文 に埋 め込 む こ とがで き な いが(

Givon(1976)参 照)、 状 態 動 詞 の 受動 文 は使 役 構 文 に埋 め 込 む こ とが で きる とい う

点 であ る.こ こ でみ る使 役 構 文 は、 使 役動 詞fanyaを 用 い、 causeeを 主 文 の 目的

語 に と り、 埋 め込 み文 の動 詞 を接 続 法(subjunctive)に す る形 で 表 さ れ る。 典 型 的

な他 動 詞文 の埋 め込 み の例 は次 の よう にな る。

(37)a・{um門 一1i一雪-騰 擘 撰3・

「ジ ュ マ が 子 供 を 殴 っ た 。 」

b.  }彊ama  a-li-m-fanya  [ Juma   a-m-pig -e   mtoto 3,

  i  i  jさ せ る  j  jk殴 るSB 子 供k

   『お 母 さ ん は ジ ュ マ に 子 供 を 殴 らせ た。 」

しか し、 他 動 詞 の 受 動 文 は 使 役 構 文 に 埋 め 込 む こ とが で き な い 。

(38)a。 }ltoto  a―1i-pig -w -a  na  Ju田a。

子 供i i  殴 るPS by

 「子 供 は ジ ュマ に殴 られ た。 」

b・*lama呈"1i一 雪'靆 ち[報l l盤 慍
S薗1、9夛Juma L

そ れ に 対 して 、 状 態 動 詞 の 受 動 文 は 埋 め 込 む こ とが で き る。

(39)a. Fuad  a-li-chiririk-w -a  na  machozi.
i  i 滴 る  PS by 涙

 「フ ア ッ ドは涙 が あふ れ た。 』

b.  Moshi  u-1i-m-fanya  [ Fuad   a-chiririk-w -e   na  machozi ].

     i jさ せ る j  j滴 る  PS SB by 涙  煙i

 「煙 で フ ア ッ ド は 涙 が あ ふ れ た 。 」(lit。 煙 が フ ア ッ ドに 涙 を あ ふ れ さ せ た 。)

(40)a.  Najum  a-1i-tok -w -a  na  jasho,

    i i 出 るPS by汗

     「ナ ジ ュ ム は 汗 が 出 た 。 」

b・ 無ol彈1i一 雪'fanya【lajum l鞘-I
S鬯§,琶 夛 彈sh。]・

「暑 さ で ナ ジ ュ ム は 汗 が 出 た。 」 (lit,暑 さ が ナ ジ ュ ム に 汗 を 出 さ せ た。)

他 動 詞 の場 合、(37)の よ うに能 動 文 は使 役 構文 に埋 め 込 む こ とが で き る が、(38)の

よ うに 受動 文 は 埋 め込 み が 不 可で あ る。 しか し状態 動 詞 の 受 動 文 は、(39)(40)の よ

うに埋 め込 み が 可 能 で あ る。

 状 態動 詞 の 受 動 形 は、 形 態 的 に は受動 形 で あっ て も受 動 の 意 味 を 表 さ ず、 そ の受

動 文 は統 語 的 に も他動 詞 の 受動 文 とは異 な るもの だ と いえ る。 つ ま り、 他 動詞 の 受

動 文 の様 に昇 格 に よっ て作 られる もの とは 異 なる受 動 文 だ と考 え る こ とが で き る8)。
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3. 「人 」の 状 態 文 の 特 徴

 前 章 に お い て、 主 語 交 替 現 象 は 動 詞 の 意 味 、 必 須 項 の 数 、i-subjectの 統 語 的 な 特

徴 な どか ら、unaccusative動 詞 に み ら れ る 現 象 だ と考 え た 。 つ ま り、 unaccusative

objectで あ るi-subjectが 、 主 語 の 位 置 と動 詞 の 直 後 の 位 置 の 両 方 に 生 起 し得 る た め

に 起 こ る の が 、 主 語 交 替 現 象 だ と い え よ う。

 と こ ろ で 、 「人 」 の 状 態 文 で は 、 そ のi-subject(「 部 分 」 を 表 す 名 詞 句)が 「物 」

の 状 態 文 やLI文 のi―subjectと は 異 な る 特 徴 を も つ こ とが 観 察 さ れ る 。 一 つ は 、 「人 」

の 状 態 文 のi-subjectに は 意 味 的 な 制 限 が あ る こ と、 も う 一 つ は、 関 係 節 化 に よ る 抜

き 出 しの 可 否 に 関 して 、 そ の 統 語 的 な 振 る 舞 い が 異 な る こ と で あ る。 以 下 に こ れ ら

の 点 に つ い て 述 べ る 。

3.1 意 味 的 制 限

 「人 」の状 態 文 の場 台 、i-subjectは 人 の 「部 分 」を 表す も の だが、 そ れ には 意 味

的 な制 限 が み られ る。 即 ち、 「人 」の 状態 文 に現 れ るi-subjectは 、 「人 」の 譲 渡 不

可能 な所有 物 で な けれ ば な らない とい う制 限で あ る。 「人 」 の状 態 文 にお いて、 動

詞 の後 ろの 位 置 にあ るi-subjectが 、 譲 渡 不 可能 な所有 物 で あ る場 合 と そ うで な い場

合 を対 に して 比 べ た例 を見 て み よ う。

Saada   a-me―potea    fahamu.

i   i  な く な る 意 識

  b・*laada呈 ¶e懼 職 る 瀦 ・

(42)a・ 綣 罌 呈a至-1囓 贈 唇
。圷

b・*嬲 署軆a至'1i-鬻 砦 雛ti・

(43)a。  Mariam   a-me-zidi   wasiwasi.    
i    i  増 す  心 配

b. *Mariam  a―me-zidi  Inali.

  i   i 増 す お 金

(44)a. Yule  mwizi  a-me-tuna    mashavu.

    そ の 泥 棒i i 膨 れ る 頬

b. *Yule  mwizi   a―me-tuna     mkoba.

  そ の 泥 棒i i 膨 れ る カパ ン

(41)a. 「サ ア ッ ダ は 意 識 が な く な っ た。 」

翫do鵬o wa chini,厂 そ の 若 者 は 下 唇 が 垂 れ た。 」

「マ リ ア ム は 心 配 が つ の っ た 。 」

「そ の泥 棒 は頬 が膨 れ て い た。 」

そ れ ぞ れ の 例 で 、b.のi-subjectが 不 可 な の は、 主 語 の 「人 」 に と っ て 譲 渡 不 可 能 な

所 有 物 で は な い か ら で あ る9)。

 上 の(41)一(44)で 示 さ れ て い る よ う に、i-subjectが 動 詞 の 後 ろ に あ る 場 合 、 そ れ

は 常 に 「人 」 の 譲 渡 不 可 能 な 所 有 物 で な け れ ば な ら な い。 しか し一 方 、i-subjectが

主 語 で あ る 場 合 、 動 詞 に よ っ て は 譲 渡 可 能 な 所 有 物 で も 可 能 な 場 合 が あ る 。(41)の

pete「 指 輪 」 や(42)のgazeti「 雑 誌 」 は、 譲 渡 可 能 な 所 有 物 で あ る に も か か わ ら ず 、
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主 語 に な る こ と が で き る の で あ る。 一 方、 同 じ よ う に 譲 渡 可 能 な 所 有 物 で あ る(43)

のmali「 お 金 」 や(44)の 田kQba「 カ バ ン 」 は、 動 詞 の 後 ろ の{立 置 で 不 可 で あ っ た の

と 同 様 、 主 語 に な る こ と も で き な い。

(41)'a,

b,

Fahamu   i-me-m―potea     Saada.

意 識i  i  jな く な る j

Pete     i-me-m-potea     Saada.

指 輪i  i  jな く な る j

「意 識 が サ ア ッ ダ か ら な く な っ た 。 」

「指 輪 が サ ア ッ ダ か ら な く な っ た 。 」

(42)'a,囲omo wa chini u―1i-m-anguka yule kijana.「 下 唇 が そ の 若 者 か ら 垂 れ た 。 」

b,

(43)覧a.

b―

(44)'a,

b.

唇i'of

Gazeti

雑 誌i

心 配i

細ali

お 金i

「雑 誌 が そ の 若 者 か ら落 ち た。

    i  j落 ち る そ の 若 者j

WaSLwaSL U―me¶-zidi 呂aria田.  「マ リ ア ム は 心 配 が つ の っ た 。 」

     i j増 す j

zi一 π1e-m-zidi   雌ariam,

i  j増 す 」

澁ashavu ya-me¶ 一辷una yule mwizi。 「 そ の 泥 棒 は 頬 が 膨 れ て い た 。 」

頬i   i  j膨 れ る そ の 泥 棒 」

*図koba    u-me-m-tuna     yule  1nwizi.

カバ ンi  i  j膨 れ る  そ の 泥 棒 」

下  i  j落 ち る そ の 若 者j

li一li-m-anguka  yule  kijana. 」

 (41)lb.(42),b。 の 例 で 、 i-subjectが 譲 渡 可 能 な所 有 物 で あ る に も か か わ ら ず 主 語

に な る こ と が で き る の は、(41)'(42)'に 生 起 して い る 「人 」 の 意 味 役 割 に 起 因 して

い る と考 え ら れ る 。(43)'(魏)'の 例 で は、 「人 」は 経 験 者(experiencer)で あ り、

あ く ま で も 「人 』 が、 動 詞 の 表 す 状 態 の 主 体 で あ る た め 、 主 語 の 名 詞 句 が こ の 「人 」

と非 関 与 的 な も の 一 譲 渡 可 能 な 所 有 物 一 で あ れ ば 非 文 と な る の で あ る 。 そ れ に

対 し て(41)'(42)霍 で は、 主 語 で あ る 「部 分 」 が 、 動 詞 の 表 す 状 態 の 主 体 で あ り、

「人 」 は そ の 状 態 の 経 験 者 で は な く、 起 点(source)を 表 し て い る の で あ る 。 こ こ

で 、(41)'(42)'は す で に 「人 」 の 状 態 文 で は な く、 主 語 に な っ て い る 物 の 状 態 を 表

す 文 に な っ て い る こ と に 気 付 く。(41)'(42)'の 例 に み られ る 動 詞 は、 客 辞 と 一 致 し

て い る 「人 」 が 、 厂経 験 者 」 で は な く 「起 点 」 を 表 す よ う な 移 動 動 詞 だ と い え よ う。

つ ま り移 動 動 詞 の 場 合 、 真 の 「人 』 の 状 態 文 と い え る の は 、(41)1(42)1の よ う に

「部 分 」が 主 語 に な っ て い る 文 で は な く、 「人 」が 主 語 で あ る(41)(42)の 文 だ け で

あ る 。 そ れ 故 、 移 動 動 詞 文 で は、(41)(42)の 様 に、 動 詞 の 後 ろ のi―subje¢tに の み 、

譲 渡 不 可 能 な 所 有 物 で な け れ ば な ら な い と い う 意 味 的 制 限 が か か る の で あ る 。

3.2 統 語 的相 違 点

 「人 」の 状 態 文 に み ら れ るi-subjectは 、 意 味 的 に だ け で な く統 語 的 に も 「物 」 の

状 態 文 やLI文 のi-subjectと 異 な る 。 こ こ で は、 i-subjectの 関 係 節 化 に よ る 抜 き 出

し を 例 に、 「人 」 の 状 態 文 のi-subjectが 他 の 場 合 のi-subjectと 異 な る こ と を み る。

ス ワ ヒリ語 の 関係 節 は、headと なる名 詞 句 を前置 し、 この名 詞 句 に 一致 す る関 係
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辞(relative prefix)を 動 詞 語 根 の 前 に 付 け て 作 る エ。)。

(45)a.  Msichana   a-na-andika   !nakala  kwa  bidii.

少 女i  i 書 く  論 文  一 生 懸 命 に

 「少 女 は 一 生懸 命 に論 文を書 いて い る。 」

b.  Msichana    a-na-ye-andika   makala  kwa  bidii

  少 女i,r 11)i r書 く                論 文                   一 生 懸 命 に

  「一 生 懸 命 に論 文 を 書 い て い る 少 女 」

c.  Makala   a-na-yo-andika   msichana   kwa  bidii  

論 文r  i  r 書 く  少 女i                   一 生 懸 命 に

  「少 女 が 一 生 懸 命 に 書 い て い る論 文 」

(45.a)の 文 か ら、 msichana(少 女)とmakala(論 文)を そ れ ぞ れheadと し て 抜 き 出

し、 動 詞 語 根 の 前 に そ れ ら と一 致 す る 関 係 辞(ye-、 yo-)を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、

(45.b,c)の 関 係 節 が 作 ら れ て い る 。

 こ こ で、i-subjectの 関 係 節 化 を み て み よ う。 LI文 や 厂物 」 の 状 態 文 に現 れ るi-

subjectは 、 動 詞 の 直 後 の 位 置 か らは、 headと し て 抜 き 出 す こ と は で き な い 。(46)

(47)はLI文 、(48)(49)は 「物 」 の 状 態 文 の 例 で あ る。

(46)a・ 寰 呈mba-丑i黯Ali la-1i'騰 騨 ・「ア リの 家 か ら蜥 ～出 て き た ・ 」

b・*賠 をa層li―碧 鬯瀦 漿umba-li l嬰a Ali

(47)a. Pembe-ni pa-1i-wek-w-a ai viza.「 角 に は 腐 っ た 卵 が 置 か れ て い た 。 」
    角i L i  置 くPS 卩  っ た

b. *Yai  viza   pa-1i一 ユ2-wek -w-a  pembe-ni
                    L

                    「あ の 丸 太 は 粉 を 吹 い て い る。 」

卵下―腐ぢ た ユ  r 置 くps 角i

(48)a・ 歎
、 諮li-na"鍔 隻u」ika野

  b・*黯li'na-詈-鴇 隻u」ika究 哭 、 誌

(49)a・ 鸚 豫
、1'na潔ka贈 ・

b. *塵 』エェ  i-na-速 ≧-chemka  birika

  水r i r 沸 く  や か んi

LI文 や 「物 」 の 状 態 文 で は、

「や か ん は 水 が 沸 い て い る 。 」

            i-subjectが 動 詞 の 直 後 の 位 置 に あ る 文(a.)か ら 、 i-

subjectをheadと し て 抜 き 出 して 関 係 節 化 す る(b.)こ と は で き な い12)。

 一 方 、 「人 」 の 状 態 文 で は 関 係 節 化 に よ るi-subjectの 抜 き 出 し が 可 能 で あ る 。 下

の 例 は 、i-subjectが 動 詞 の 直 後 の 位 置 に あ る 「人 」 の 状 態 文(a.)か ら、 i―subject

をheadと し て 抜 き 出 し て 関 係 節 化 した も の(b.)で あ る 。

(50)a・luad量 ¶a'騰 紳 ・(=3・b) 「プ ア ッ ドは 汗 を か い て い る ・ ・

b.JashQ a―na-lo-toka Fuad     「フ ァ ッ ドか ら 出 る 汗 」

  汗 下 ― i r出 る i
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(51)a.  Mtoto    子 供i i

b.  }{achozi

a-na-chiririka

(52)a.

b.

(53)a.

b。

涙r

Mtoto

子 供i

Meno

薗r i

b{penzi 珊angU

恋 人i my

Udi  a-na-yo-nukia

r  i

滴 る

a一na-yo-chiririka  mtoto

i r 滴 る   子 供i

a-me-ota    meno.

i 生 え る 歯 ―

a-na-yo一 〇ta    mtoto

r 生 え る 子 供i

 a-na-nukia  udi.

 i 匂 う

    mpenzl  wangU

r 匂 う 恋 人i 孤y

machozi.(=4.b)「 子 供 は 涙 が あ ふ れ て い る 。 」

涙

「子 供 か らあふ れ て いる涙 」

「子 供 は 歯 が 生 え て い る。 」

「子 供 に 生 えて い る歯 」

    「ぼ くの恋 人 は ウデ ィ の匂 い が す る。 」
ウデ ィ(香木 の 一種)

「ぼ くの 恋 人か ら匂 うウデ ィ 」

 ス ワ ヒ リ語 の 関 係 節 化 の 可 否 は 普 通 、 文 法 関 係 に か か わ る 問 題 で あ る が 、 同 じi-

subjectの 関 係 節 化 の 可 否 が 異 な る と い う こ と は 文 法 関 係 以 外 の 要 因 が あ る と 考 え ざ

る を 得 な い 。 そ の 要 因 と し て、i-subjectの も つFOCUSと し て の 機 能 が 考 え ら れ る 。

一 般 に
、LIは 動 詞 の 直 後 の 名 詞 句 を 提 示 す る機 能(presentative function)を も つ

と い わ れ て い る(Bresnan&紘nerva(1989)、 Perez(1983))。(46)(47)のLI文 に

現 れ て い るi-subjectは 、 提 示 さ れ たFOCUSな の で 、 関 係 節 化 に よ っ て 抜 き 出 す こ

と が で き な い の で あ る 。 同 様 に、(48)(49)の 「物 」 の 状 態 文 で も、i-subjectを 関 係

節 のheadと し て 抜 き 出 す こ と が で き な い の は、 そ れ がFOCUSと し て 提 示 さ れ て い る

も の だ か ら だ と考 え ら れ る。 そ う す る と、 逆 に(50)《53)の よ う に、 関 係 節 のhead

と し て 抜 き 出 す こ と が 可 能 な 「人 」 の 状 態 文 のi-subjectは 、 FOCUSと し て 提 示 さ れ

て い る も の で は な い と い え よ う。 つ ま り、 こ のFOCUS機 能 の 有 無 が 、 LI文 や 「物 」

の 状 態 文 のi-subjectと 、 「人 」 の 状 態 文 のi-subjectと を 区 別 して い る の で あ る。

 「人 」の状 態 文 のi-subjectは 、 他 のi-subjectと 同 様、 動 詞 の 直後 の位 置 に無 標

で現 れ る。 しか し 「人 」 の状 態 文 に は、LI文 や 「物 」の 状 態 文 の よ うに無 標 で動 詞

の後 ろ にお か れ る名 詞 句 を提 示 して示 す とい う働 きは な く、 む しろ動 詞 と 「部 分 」

の名 詞 句 とが 一 つ の意 味 的 な ま と ま りを成 して、 あ く まで も 「人 」の状 態 を表 そ う

とす る もの な の で あ る。 そ れ故 に、 「人 』の状 態文 のi-subject、 つ ま り 「部 分 」の

名詞 句 には 意 味 的制 限 が か か り、 また、 関係 節化 の 可 否 に現 れ て いる様 に、 動 詞 の

直後 の位 置 に お い て他 のi-subjectの よ うなFOCUSと して の 機 能 を も た な い ので あ

る。 「物 」の 状 態文 は、 「人 」の 状態 文 と同 じ様 に 「物 」 自体 の 状態 に つ い て述 べ

て い る ので あ るが、 そ れ と同時 に 「部 分 」の名 詞句 を提 示 す る と い うLI文 と共 通 す

る提 示機 能 を有 して い る の で あ る。

3。3 そ の他 の特 徴

 以 上 、3.1節 、3.2節 で 、 「人 」 の 状 態 文 がLI文 や 「物 」 の 状 態 文 と異 な る 特 徴 を

も っ こ とを み た。 そ れ は 、 動 詞 の 直 後 の位 置 に 生 起 す るi―subject-「 部 分 」 の 名
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詞 句 一 が、 意味 的 制 限 やFOCUS機 能 に関 して、 他 の場 合 と異 な る特徴 を 示す とい う

も ので あ っ た。

 最 後 にそ の他 の特 徴 と して、i-subjectが 主 語 で あ る場 合 にみ ら れ る特徴 を み てみ

る。 こ こで は 不定 詞 句 化 に お けるi-subjectの 振 る舞 い の 違 い と、 「人 」の状 態 文 に

お いて の み見 られ る客 辞 の 問題 につ いて触 れ る。

3.3.1 不 定 詞 句 化

 ス ワ ヒ リ語 の 不 定 詞 は 、 動 詞 語 根 に 不 定 詞 接 頭 辞(infinitive prefix)ku一 を 付

け て つ く る 。 不 定 詞 を 用 い て 不 定 詞 句 を作 る と き 、 意 味 上 の 主 語 は 前 置 詞kwaを 伴

つ て 現 れ る こ と が で き る 。 下 の 例 は 、a.の 文 で 主 語 と して 現 れ る名 詞 句 が 、 b.の 不

定 詞 句 で は 前 置 詞kwaを 伴 うkwa句 に 対 応 して い る こ と を 示 し て い る 。

(54)a,Juma a-li-piga mbwa.      「ジ ュ マ が 犬 を 殴 っ た。 」    τ―― 
i 殴 る 犬

b.Ku-piga mbwa kwa Juma      「ジ ュ マ が 犬 を 殴 る こ と 」

   殴 る 犬  of

(55)a.Mama a-na―teka maji.     「 お 母 さ ん が 水 を 汲 む 。 」    i  i 汲 む 水

b―Ku-teka maji kwa mama      「お 母 さ ん が 水 を汲 む こ と 」

   汲 む 水  。f

 LI文 や 「物 」 の 状 態 文 で も、 下 の(56)一(59)の よ う に 主 語 と し て 現 れ るi-subject

が 不 定 詞 句 のkwa句 に 対 応 す る こ とが で き る。

(56)a.

  b.

(57)a,

  b。

(58)a.

  b.

(59)a.

b.

黔!a'me一 齶 饗itu一 丑i・(=5・a)「 動 物 た ち が森 の中 で 眠 っ て い る・ 」

Ku―齶 騨 靉it蝉 働 物 たち が 森 で眠 っ て い る こ と 」

黠 呈'li'瀦 繋umba― 丑i醜ke・ 「蛇 が 彼 の 家 か ら出 て き た・ 」

Ku'騰 響 繋umba'£i驢ke「 蛇 が 彼 の 家 か ら出 て くる こ と」

欝{a-me― 籔 る 靉i'丑i・ 「草 が 道 に生 えて い る・ 」

Ku豊
る 黔mauu靆ia鬯li 「草 が 道 に生 え てい る こ と 」

黔{a'aa鍛mka騾 鷺"丑i・ 「や か んで 水 が漁'て い る・ 」

Ku'織mka騨 嬲 讐'丑i 「や か んで 水 が漁'て い る こ と・

 こ れ に 対 して 「人 」 の 状 態 文 で は、 主 語 の 位 置 に あ るi-subjectは 不 定 詞 句 内 の

kwa句 と して 現 れ る こ とが で き な い。
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(60)a・ 籍li-me'鬻 隻ka lu「wa・

b. *Ku-m-kauka   kwa   koo    Kurwa   

j乾 く  δ鵬 ― j

(61)a。  Jasho  li-na-m―toka  Fuad。    『 
i  j出 る 」

b・*Ku一雪一騰 黔luad

(62)a.  Wasiwasi  u-me-m-jaa    Kijakazi.

    心 配i  'i  j一 杯 だ j

b. *KU-m―jaa     kWa  WaSiWaSi

   j一 杯 だ  of 心 配    」

(63)a。  Fahamu  zi-me-m-potea  Doto。

    i   i  j失 う j

b。 *Ku-m-potea  kwa  fahamu    Doto   

j 失 う 一  」

「 ク ル ワ は 喉 が 乾 い て い る 。 」

「フ ア ヅ ドは 汗 を か い て い る 。 」

「キ ジ ャ カ ジ は 心 配 で 一 杯 だ 。 」

Kijakazi

「 ド トは 意 識 を 失 っ た 。 」

「人 」の 状 態 文 で 、 主 語 で あ るi-subjectがk職 句 と し て 現 れ る こ とが で き な い の は 、

そ の 状 態 の 経 験 者 で あ る 「人 」が 不 定 詞 句 内 に 現 れ て い る た め で あ る 。 そ れ は 、

(64)の よ う に 「人 」 の 名 詞 句 が な け れ ば、i-subjectがkwaを 伴 っ て 現 れ る こ と が

で き る こ と か ら わ か る 。

(64)a。

  b。

C。

d。

e。

こ の よ う に、

不 定 詞 のkwa句 に 対 応 す る こ とが で き な い。 つ ま り、

subjectは 、 他 の 場 合 の 主 語 と して 現 れ て い るi-subjectと 同 じ よ う に振 る 舞 う こ と

が で き な い の で あ る。 こ れ は 、 「人 」 の 状 態 文 のi-subjectに は 意 味 的 制 限 が あ る こ

と と 関 連 が あ る な ど、 単 に 統 語 的 な 問 題 で は な い と考 え る 。

Ku-kauka kwa kco        「喉 が 乾 い て い る こ と 」

乾く δ薄 「

賑 騰 響     厂汗が出ること」

Ku-chiririka kwa machozi     厂涙 が あ ふ れ て い る こ と 」

 滴 る   of 涙

     kwa wasiwasi      「'〔》酉己が 一 杯 な こ と 」Ku-jaa- 
一 杯 だ

     kwa fahamu       「意 識 が な く な る こ と 」Ku-potea一 失 う

「人 」の 状 態 文 のi-sub3ectは 、 不 定詞 句 内 に 厂人 」の名 詞 句 が あ る と

                 「人 」の 状態 文 に現 れて い るi一

3.3.2 客 辞 に つ い て

 厂人 」 の 状 態 文 は 、 客 辞 を 義 務 的 に と る 点 で も 特 異 で あ る。(1)a.―(4)a.の よ う に、

「部 分 」 の 名 詞 句 が 主 語 の 時 、 そ の 状 態 が み られ る 「人 」 は 必 ず 客 辞 を と る 。 厂人 」

は 「物 」 の 名 詞 句 の よ う に 、locative markeじ を 伴 う 形 で は 表 す こ とが で き な い の で

あ る 。
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(65)a. *Koo  li-me-kauka   Kurwa-ni.           (←1.a)    

喉i i  乾 く    17

b. *歴achozi ya-na―chiririka  kutoka  Intoto.  (←-4.a)

  涙i  i  滴 る   か ら  子 供

ま た、 同 じ動 詞 で あ っ て も、 「物 」 の 名 詞 句 で は 客 辞 を と る こ と が で き な い 。

               mto,          (←-12,a)(66)a.  *Maji   ya-me-u-kauka

水i i  J乾 く 川万

            ndoo.       (《-13.a)b・*柴{i{a'na-1"c竊 「ika

                而 」

客辞 につ い て は従 来、 「定 」の 目的 語 が とり得 る も ので あ り、 目的語 がTOPICで

あ れ ば 客 辞 は 義 務 的 だ と言 わ れ て い る。 ま た ス ワ ヒ リ 語 は 、"human object"に 限 り

厂不 定 」 で あ っ て も 義 務 的 に 客 辞 を と る こ と が 特 徴 的 だ と 述 べ ら れ て い る(Givon

(1976)、Wald(1979)、 Allan(1983)参 照)。Wald(1979)は 、 こ の よ う な 「人 」 の 客

辞 を と る 傾 向 の 強 さ が 、 「人 」の 状 態 文 に も あ ら わ れ て い る の だ と述 べ て い る。

 し か し、 「人 」 の 状 態 文 で あ れ ば 必 ず 「人 」 が 客 辞 を と る と い う わ け で は な い 。

例 え ば 、 下 の 例 のch。ka「 疲 れ る 」、p。na「 治 る 」な ど の 動 詞 は、 「部 分 」 が 主 語 で

厂人 」 が 客 辞 を と る よ う な 文 を作 る こ とが で き な い 。 「人 」 が 主 語 と し て 現 れ る 文

の み が 可 能 で あ る。

(67)a.

b.

(68)a,

b.

(69)a.

b。

(70)a.

b.

*Roho  yangu  i-me-ni一    choka,

心i my  i jて1.s)疲 れ る

Ni-  me-choka   roho  yangu。

i(1.s) 疲 れ る 心  my

*黜wa呈 褶me謄雪一瀦 撃挺1・

擘體 呈―me―瀦 鼎 」wa・

*臼0田a

熱i

暦totQ

子 供i

*Kichwa

頭i

Ni-   na-umユa

i(1.s)

1-me-m-poa    mtoしO.

i  J冷 め る 子 供j

a-me-poa    homa.

i 冷 め る 熱

ki-na-ni-   umia,

i  J(1.s)痛 い

   kichwa.痛
い 頭

「私 は 心 が 疲 れ た 。 」

「子 供 は 病 気 が 治 っ た。 」

「子 供 は 熱 が冷 め た。 」

厂私 は 頭 が 痛 い。 」

こ れ らの 動詞 で 「人 」 の状 態 を表 す 場合、b.の よ うに、 必 ず 「人 」を 主語 に しな け

れ ば な らな い。a.の よ う に 「人 」 が客辞 を とる文 が 不 可 能 な こ と を どの よ う に考 え

れ ば い いだ ろ うか。

 そ の一 つ の 結 論 と して、 動 詞 の階 層性 を考 え て は ど うだ ろ うか。 す な わ ち、 「人 」

と 「部 分 」の どち らの 名 詞 句 が主 語 にな りや す いか と い う基 準 に よ る階層 で あ る。

「人 」の状 態 文 で は、 動 詞 に よっ て 「人 」 と 「部 分 」の どち らの 名 詞 句 を主 語 にす
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る 方 が 自然 か に つ い て、 一 つ の 傾 向 が 見 ら れ る 。 つ ま り、 「人 」 が 主 語 に な る 方 が

自 然 な 動 詞 と、 「部 分 」 が 主 語 に な る 方 が 自然 な動 詞 が 見 ら れ る の で あ る 。 例 え ば

次 の よ う な 動 詞 は 「人 」 が 主 語 に な る 方 が 自然 で あ る 。

(71)a. Ma皿a a-1i-v凱jika 田oyo.   「お 母 さ ん は 落 胆 し た 。 」    母
i  i 壊 れ る  心

b. 岡penzi wangu a―na-nukia udi.  「僕 の 恋 人 は ウ デ ィ の 匂 い が す る。 」

  恋 人i my  i 匂 う ウデ ィ

c. Wafanyakazi wa-na-10wa  jasho。 「労 働 者 達 は 汗 だ く だ 。 」

  労 働 者 達i  i  濡 れ る 汗

逆 に次 の よ うな 動 詞 は、 「部分 」が 主語 に なる 方が 自然 な の で あ る。

(72)a。

b。

C,

こ の こ とか ら 、

関 して 、 あ る 階 層 の よ う な も の を 成 して い る と考 え る。 そ う す る と、(67)一(70)に み

ら れ る 動 詞 も そ の 他 の 動 詞 と統 一 的 に と ら え る こ と が で き る で あ ろ う。 つ ま り、

「人 』 の 状 態 文 に 現 れ る 動 詞 に は 、 「人 」 を 主 語 と す る 傾 向 の 強 い 動 詞 と、 「部 分 」

を 主 語 とす る 傾 向 の 強 い 動 詞 が あ り、 「人 』が 主 語 に な る 傾 向 の 最 も 強 い 動 詞 と し

て 、(67)一(70)の 動 詞 が あ る と い え る の で あ る。

 (67)《70)の よ う な客 辞 を と らない動 詞 を考 え る には、 統 語 的要 因 よ りは む しろ動

詞 の意 味 が 関与 的 だ と思 わ れ るの で、 以 上 の よ うな動 詞 の 階 層 性 を考 え るの が有 益

で あ る と考 え る。

Roho i-1i-m-pasuka mama。    「お 母 さ ん は 心 が 張 り 裂 け た 。 」

心i i j裂 け る 母

麗guu uqi-ni- chubuka。    「私 は 足 を 擦 り む い た 。 」

足i i  j(1.s)擦 り む く

Fikra  namn&  k騨a  namna  z1-1i一 孤一      enda   kichwa-ni。

考 えi さ ま ざ ま な i j(3。$)行 く 頭 工,

「さ ま ざ ま な考 えが彼 の頭 の 中 でめ ぐって い る。 』

  「人 」 の状 態 文 に現 れ る動 詞 は、 どち らの 名 詞 句 を 主語 とす るか に

4。 ま と め

 以上、 ス ワ ヒ リ語 に み られ る主 語交 替現 象が どの よ うな 場 合 に、 どの よ うな統 語

特 徴 に基 づ い て起 こる現 象 なの か を考 えた。 そ して さ らに、 「人 」の状 態 文 がLI文

や 「物 」の 状 態 文 と異 な る 点 につ いて み た。 結 果 を ま とめ る と以 下 の よ う にな る。

 ス ワ ヒ リ語 の 主 語 交 替 現 象 は、 「人 」 や 「物 」の 状 態 文 とLocative inversion文

に お い て み ら れ る 。 こ の 現 象 が み られ る動 詞 は 必 須 項 を 一 項 だ け と る 一 項 動 詞 で あ

り、 ま た 、 こ こ でi-subjectと 呼 ぶ 名 詞 句 一 「人 」や 「物 」 の 状 態 文 で は 「部 分 」

の 名 詞 句、LI文 で は 動 詞 の 状 態 が み ら れ る 対 象 物 一 が 、 そ の 形 を 変 え な い で、 主

語 の 位 置 と動 詞 の 直 後 の 位 置 を 交 替 して い る こ とが 観 察 さ れ る 。 こ の こ と か ら、 主

語 交 替 現 象 は 、unaccusative動 詞 に お い てunaccusative objectと 考 え ら れ る 名 詞

句(i-subject)が 、 主 語 の 位 置 と動 詞 の 直 後 の 位 置 の 両 方 に 生 起 し得 る た め に 起 こ
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る現 象 だ と考 え る。

 と こ ろ で 、 「人 」 の 状 態 文 には 「物 」 の 状 態 文 やLI文 と は 異 な る特 徴 的 な 点 が み

ら れ る。 「物 」 の 状 態 文 やLI文 のi-subjectに は 意 味 的 な 制 限 は み ら れ な い が 、 「人 」

の 状 態 文 で は 人 の 譲 渡 不 可 能 な 所 有 物 で な け れ ば な ら な い と い う制 限 が あ る。 ま た、

「人 」 の 状 態 文 のi-subjectだ け が 、 関 係 節 のheadと し て 抜 き 出 す こ と が で き る 。 こ

れ は、 他 のi-subjectに は あ るFOCUSと し て の 機 能 に 欠 け て い る た め で あ る。 他 の

i-subjectはFOCUSと し て 提 示 さ れ て い る も の で あ る が 、 「人 」 の 状 態 文 で は そ の

よ う に提 示 さ れ て い る の で は な く 、 あ く ま で も 「人 」 の 状 態 を 表 す 文 に お け る補 助

的 な 役 割 を 果 た す も の に 過 ぎ な い の で あ る。 そ の た め 「人 」 の 状 態 文 のi-subjectは 、

そ の 意 味 的 、 統 語 的 役 割 に お いて 、 他 のi―subjectと は 異 な っ た 特 徴 を 示 す の だ と考

え ら れ る。

 ま た、 不 定 詞 句 にお いて 「人 」の 状 態文 のi-subjectがkwa句 に 対応 す る こ とが で

き な い こ とや、 客辞 を とる こ とが で きな い、 つ ま り、 必 ず 「人 」が 主語 で な けれ ば

な らない動 詞 が あ る こ とに関 して は、 統語 的 要 因 だけ で な く動 詞 や動 詞 句 の 意 味 に

関 係 す る問 題 が あ る と考 え られる。 厂人 」の 状態 文 に あ らわ れ る動 詞 が、 主 語 に な

る名 詞 句(「 人 」か 「部 分 」か)を 基 準 に一 つ の階層 を成 す の で は な い か とい う考

え も、 意 味 に関 す る考 察 の一 つ で あ る。 しか しこ こで は、 ス ワ ヒ リ語 の 主語 交替 現

象 に関 して そ の統 語 的 要 因 を検討 す る こ とが主 な 目的 で あ っ た の で、 そ れ 以上 の 意

味 的考 察 は行 わ なか っ た。 意味 的談 話 的 要 因を含 めた 包 括 的 な 記 述 を 今後 の課 題 と

した い。

註

* 本 稿 は、 京 都 大 学 言語 学 懇話 会第7回 大 会(199ユ 年12月7日 、 於 京 大 会館)に お

い て 口頭発 表 した もの に修 正 を加 え、 発 展 させ た もの で あ る。

 イ ンフ ォー マ ン トと して、 大阪 外 国語 大 学の 客 員教 授 で あ るSaid Ahmed恥hamed

先 生 とRahma Mohamed Seif先 生 に御 協 力 いた だ き ま した。 (共 に タ ンザ ニ アのペ ン

バ 島 出身 で ス ワ ヒ リ語 が母 語。)ま た、 本 号の 編 集委 員で あ る菅 原 睦 氏 には、 本 稿

の 執 筆 にあ た り様 々 な助 言 をいた だ き ま した。 こ こに記 して 感 謝 の 意 を 表 す る次 第

で す。

1)指 標iは 主 格 接 辞(subject prefix、 以 下、 主 辞 と呼 ぶ)及 び こ れ に 一 致 す る

名 詞 句 を、 指 標 」,kは 対 格接 辞(object prefix、 以 下、 客辞 と呼 ぶ)及 び これ

に一 致 す る名 詞 句 を そ れぞ れ示 す。 (ま た、 ス ワヒ リ語 の 文 の 形 が 異 な る こ とを

表す ため に、 日本語 訳 を 多少無 理 の あ る形 で変 え て あ る。)

 主 辞 に後 続 す る接 辞 は時 制辞(tense prefix)で あ る。 本 文 中 にみ ら れ る時 制
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辞 は概 略 、 次 の 通 り で あ る(本 文 中 で は グ ロ ス は 省 略)。

  me-(完 了)

  1i-(過 去)

  na―(現 在)

  ku-(否 定 辞 と 共 起 す る 過 去)

ま た、 例 文 中 の 略 号 は 次 の 通 り で あ る。

  ST 状 態 形 接 辞(stative suffix)

  PS 受 動 形 接 辞(passive suffix)

  SB 接 続 法 語 尾(subjunctive)

  L 「場 所 」 を 表 す 名 詞 接 尾 辞

2) ス ワ ヒ リ 語 の 名 詞 ク ラ ス の 中 に は、 「場 所 」 を 表 す ク ラ ス が 三 つ あ る。 一 般 に 、

 「特 定 の 場 所 」(16番 クラス)、 「不 特 定 の 場 所 』(17番 クラス)、 「中 」(18番 クラス)

 と 分 け ら れ て い る。 各 々 の 主 辞 は 、pa-(16番)、 ku-(17番)、 m-(18番)で あ る 。

3) Uは 、 受 動 文 に お い て も 見 ら れ る(本 文(8)(9)の 例)。 こ れ は 後 の2.3。1節 で 見

 る よ う に、 一 項 動 詞 に お い て 主 語 交 替 現 象 が み ら れ る こ と を 裏 付 け る も の で あ る 。

4) 「物 」 と 「部 分 』 と い う名 称 は 適 切 で な い か も し れ な い が 、 こ こ で は、 動 詞 の

 後 ろ の 位 置 に く る と き、10catlve markerを 伴 っ て あ ら わ れ 碍 る名 詞 句 を 「物 」、

 無 標 の ま ま 主 語 と 動 詞 の 後 ろ の 位 置 を 交 替 す る名 詞 句 を 「部 分 」 と 呼 ん で い る。

5) 「定 」 で あ れ ば、1QcaUve鵬arkerが 必 要 で な い 場 合 も あ る。 Scotton(1981,

 p.16)は 、qualified鯉 で あ れ ば"説rror image辷ransfQrm♂ が 可 能 で あ る と し

 て 次 の よ う な 例 を 挙 げ て い る. &。 の 例 で、 「物 」 で あ るkichwa kizima(頭 全

 体)がIQcative markerを 伴 わ ず に 現 れ る こ と が 示 さ れ て い る 。

a。 麗vi

  白 髪i

b。 酌i

白髪i

C.

ヱi-me-enea

i  広 が る

?         zi-me-eヱ ユea

    i  広 が る

Kichwa  kizima

頭i  全 体  i

}ζich騨a  ki2ima。

頭   全 体

kichwa。

頭

ki-me-enea

広 が る
mvi。

白 髪

「白 髪 が 頭 全 体 に 広 が っ て い る 。 」

「頭 全 体 に 白 髪 が 広 が っ て い る 。 」

6) Belletti(1988>で 使 わ れ て い る 用 語 を 借 用 した 。 厳 密 に は 指 し て い る も の は

 多 少 異 な る 。

7) Perlmutter(1978)で は 、 Unaccusative Hypothesis(非 対 格 仮 説)が 提 案 さ れ

て い る。 自 動 詞 は、 最 初 の 階 層 に 置 い て1(主 語)だ け を 含 むunergative動 詞

(dance,laugh, etc.)と2(目 的 語)だ け を 含 むunaccusative動 詞(exist,

die, etc.)に 分 け ら れ る と い う の が 基 本 的 な 主 張 で あ る。

8) Belletti&Rizzi(1988)で は 、 イ タ リ ア語 の'preoccupare'ク ラ ス の 心 理 動

 詞(主 語 がTheme(原 因 と な る も の)で 目的 語 がExperiencer(経 験 者)と な る

 動 詞)を 分 析 し、 基 底 で はThemeが 動 詞 の 目 的 語 の 位 置 に生 成 さ れ て い る 構 造 、

 つ ま り、unaccusativeな 構 造 を 提 案 して い る。 そ こ で も 同 じ よ う な 受 動 化 の 問 題
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が 起 こ っ て い る が 、 普 通 の 受 動 文 と の 違 い を い くつ か 挙 げ て 、'preoccupare'ク

ラ ス の 受 動 文 は、 蹲verbal passivげ で は な く、"adjectival passive'で あ る こ

と を 示 して い る。 こ こ で み て い る ス ワ ヒ リ語 の 受 動 文 も 同 じ よ う な"adjectival

passive"だ と 考 え る こ と が で き る 。

9) 厳 密 な 意 昧 で は 譲 渡 可 能 な所 有 物 で も、 身 に つ け て い て 身 体 の 一 部 の よ う に 考

 え ら れ て い る も の で あ れ ば、 譲 渡 不 可 能 な 所 有 物 と み な す こ と が で き る。 つ ま り、

 「人 」 の 状 態 を 表 す の に 関 与 的 な もの で あ れ ば 、 譲 渡 可 能 な 所 有 物 で もi-subject

 と し て 生 起 す る こ と が で き る の で あ る。 例 え ば(44.b)の 例 で、 mkoba(カ バ ン)は

 不 可 で あ っ た が、mifuko(ポ ケ ッ ト)な ら 可 で あ る 。

 (44.b)' Yule  mwizi   a-me-tuna     mifuko。
       i 膨 れ る ポケットそ の 泥 棒i

 「そ の泥 棒 はポ ケ ッ トが膨 れ て い た。 」

 Hinnebusch&Kirsner(1980)は 、 ス ワ ヒ リ語 の 譲 渡 不 可 能 所 有(inalienable

possession)に つ い て 考 察 し、 そ れ が 人 に 関 与 的 な も の で あ れ ば 現 実 に は 譲 渡 可

能 な も の も あ り得 る と述 べ て い る。

10) こ こ で み る 関 係 節 は 、Barrett-Keach(1985)が 究ensed relative"と 呼 ぶ 形

 の も の に 限 っ て い る 。 こ れ は時 制 辞 を も つ 関 係 節 で 、 関 係 辞 が 時 制 辞 の 直 後 に 置

 か れ る 形 の も の で あ る。 な お、 躍tensed relative"の 関 係 節 化 で は 、 主 語 以 外 の

 名 詞 句 をheadと し て 抜 き 出 す と き、 関 係 節 内 の 主 語 の 名 詞 句 は 動 詞 の 後 ろ に 置 か

 れ る。

11) 指 標rは 、 関 係 辞 及 び これ に 一 致 す る 名 詞 句 を 示 す 。

12) も ち ろ ん 、i-subjectが 主 語 の 位 置 に あ れ ば 関 係 節 のheadと し て 抜 き 出 す こ と

'が で き る
。

(48・b)'㍑?
r呈 ―na一雲―織ujika嬲 咢 聽 器 券 ・

「あの 丸太 か ら吹い て い る粉 」
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